
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
冒
頭
、
吉
岡
会
長

が
、
日
頃
か
ら
の
各

会
員
・
関
係
団
体
の

中
央
会
運
動
、
労
働

者
福
祉
運
動
に
対
す

る
多
大
な
ご
理
解
と

ご
協
力
に
謝
辞
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
総

会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
以
下
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
。

　
3
年
目
を
迎
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
未
だ
に
収
束
の
目
途
が
立
た
な

い
状
況
に
あ
る
。
医
療
や
福
祉
、
保
育
、
運

輸
・
物
流
・
小
売
業
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
広

く
認
知
さ
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に

よ
っ
て
、
人
権
侵
害
や
社
会
的
弱
者
に
大
き

な
経
済
的
な
危
機
を
引
き
起
こ
し
、
様
々
な

社
会
機
能
の
脆
弱
性
が
顕
在
化
し
た
き
た
。

政
府
は
、
今
後
は
社
会
経
済
活
動
を
優
先
し
、

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

等
の
制
限
は
行
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
転
換
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
社
会
機
能
の
脆
弱
性

が
顕
在
化
し
た
中
で
、
人
を
重
視
し
た
社
会

構
造
に
転
換
し
な

け
れ
ば
生
き
づ
ら

い
社
会
か
ら
脱
却

は
で
き
な
い
。
私

た
ち
中
央
会
は
、

働
く
者
同
士
の
相

互
扶
助
と
自
主
独

立
の
精
神
の
も
と
、

す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
の
幸
福
を
求
め
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
し
た
団
体
と
し
て
、
連
合

宮
崎
、
九
州
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p 

な
ど
、
す
べ
て
の
労
働
組
合
・
労

働
者
福
祉
事
業
団
体
の
仲
間
と
と
も
に
、
労

働
者
福
祉
運
動
の
理
念
で
あ
る「
一
人
は
万

人
の
た
め
に
、
万
人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」

を
胸
に
、
運
動
の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、

「
公
助
」の
再
構
築
と「
共
助
」の
拡
大
に
向
け
、

労
働
者
福
祉
運
動
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
る
。
本

日
の
総
会
で
1
年
間
の
活
動
方
針
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
く
が
、
皆
さ
ん
の
活
発
な
議
論

の
も
と
、
活
動
方
針
の
強
化
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
活
動
方
針
に
基
づ
き
、「
人

と
人
の
繋
が
り
が
大
切
に
さ
れ
、
平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
社
会
」を
め

ざ
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

第65回 通常総会を開催！！

吉岡会長

中川会長

　
2
0
2
2
年
6
月
3
日（
金
）、
宮
崎
市
の
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
会
議
室
に
お
い
て（
一

社
）宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
第
65
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
渦
を
考
慮
し
、
代
議
員
7
名
と
来
賓
と
し
て
連
合
宮

崎
中
川
会
長
に
出
席
い
た
だ
き
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
横
山
部
長
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
1
号
議
案「
2
0
2
1
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計

監
査
報
告
承
認
の
件
」、
第
2
号
議
案「
2
0
2
2
年
度
事
業
計
画（
案
）お
よ
び
収
支
予
算（
案
）

承
認
の
件
」、
第
3
号
議
案「
役
員
の
報
酬
承
認
の
件
」、
第
4
号
議
案「
役
員
改
選
承
認
の
件
」、

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
含
め
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2022年度（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会役員名簿

会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
常務理事
理 事
理 事
監 事
監 事

役 職 名

吉岡　英明
中川　育江
村上　康則
福島　昭一
権藤　泰造
假野　耕司
片平　　彰
野地　一行
小川　順平
日髙　靖人
児玉　賢一

自治労宮崎県本部
連合宮崎
旭化成労働組合
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済 coop 〈全労済〉 宮崎推進本部
（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会
九州労働金庫宮崎県本部
（公財）宮崎霊園事業団
みやざき福祉学園・みやざき福祉園
こくみん共済 coop 〈全労済〉 宮崎推進本部
九州労働金庫宮崎県本部

氏　  名 出身団体

理事定数6名以上10名以内、監事2名以内 2022年6月3日現在

総会の様子②

総会の様子①
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労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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2
0
2
2
年
6
月
27
日（
月
）、

九
州
労
働
金
庫
第
22
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
九
州
労
働
金
庫
本
部
・
各
県

本
部
お
よ
び
各
営
業
店
に
て
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
髙
橋
理
事
長
よ
り

挨
拶
を
受
け
、
そ
の
後
、
報
告
事

項
と
し
て「
2
0
2
1
年
度
事
業
報

告
」、「
2
0
2
1
年
度
業
務
報
告

（
計
算
書
類
及
び
監
査
報
告
）」
の
説

明
が
あ
り
、
異
議
な
く
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
審
議
事
項
で

あ
る
第
1
号
議
案「
第
70
期
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て
」、
第
2
号
議
案

「
2
0
2
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

九
州
労
働
金
庫　

 

通
常
総
会
開
催
報
告

第22回て
」、
第
3
号
議
案「
会
員
の
除
名

に
つ
い
て
」、
第
4
号
議
案「
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
」、
第
5
号
議
案

「
選
挙
管
理
委
員
の
選
出
に
つ
い

て
」、
第
6
号
議
案「
退
任
役
員
に

対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給

に
つ
い
て
」
の
提
案
が
あ
り
、
全
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
、「
第
7
期
中

期
経
営
計
画
」
及
び「
中
期
業
務
改

革
計
画
」「
中
期

I
T
計
画
」
の
2

年
目
で
あ
り
、「
九

州
ろ
う
き
ん
が
め

ざ
す
姿
」
の
実
現

に
向
け
て
、
さ
ら

な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
め
ざ
す

年
度
と
位
置
づ
け
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
総
会
で
、
福
島

昭
一
宮
崎
県
本
部
長（
自
治
労
宮
崎

県
本
部
）
と
村
上
康
則
理
事（
旭
化

成
労
組
）
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
鬼

塚
善
史
宮
崎
県
本
部
長（
自
治
労
宮

崎
県
本
部
）
と
福
田
浩
司
理
事（
旭

化
成
労
組
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

＜九州ろうきんがめざす姿（2030年3月末）＞

◉「はたらく人にとって、もっとも身近な金融機関」であり続けます
①『組織労働者』との取引をより深く、②『未組織労働者』との取引をより広く、③『退
職者』との取引をより長く、お付き合い ( 取引 )ができる〈ろうきん〉をめざします。

◉「ろうきんらしい、ろうきんならではの事業」を展開します
①はたらく人や社会から共感される事業、②会員推進機構・労働者福祉団体と連
携した事業、③福祉金融機関としての役割を発揮した事業をめざします。

◉「信頼され、安心して利用いただける経営基盤」を確立します
①安定的な収益確保と事業目標 ( 計数計画 ) を達成しながら、②質の高い会員・
顧客サービスを拡充し、③法令等遵守態勢と内部管理態勢を一層強化した、健全
で活気ある職場風土をめざします。

県本部の様子

宮崎支店の様子

新常務理事：
河野  哲也氏

前常務理事兼本部長：
福島  昭一氏

前理事：
村上  康則氏

新常務理事兼本部長：
鬼束  善史氏

新理事：
福田  浩司氏

山 本　新 彦
青 栁　　直
金 子　智 俊
染 井　和 久
河 野　哲 也
松 尾　勝 博
西 村　芳 樹
井 手　雅 彦
中 野　　忠
峯 潔
佐 藤　寛 人
鬼 束　善 史
黒 江　嘉 文
矢 田　信 浩
増 田　隆 男
井手　美保子
宮崎　啓二郎
山 口　裕 志
中 川　俊 紀
濵 田　享 二
山 本　　寛
野畑　由紀夫
溝口　慎一郎
谷 口　博 次
福 田　浩 司
満 永　正 幸
原 園　正 敏
小 倉　知 子
本 村　隆 幸
山 下　和 英
前 原　達 美
板 山　修 治

員外
員外
員外
員外
員外
員外
全日産・一般業種労働組合連合会福岡地方協議会
日本労働組合総連合会佐賀県連合会
自治労長崎県本部
自治労熊本県本部
大分県教職員組合
自治労宮崎県本部
九州電力労働組合鹿児島支部
日本労働組合総連合会福岡県連合会
日本製鉄八幡労働組合
佐賀県教職員組合
自治労佐賀県本部
全日通労働組合長崎県支部
大島造船労働組合
九州旅客鉄道労働組合熊本地方本部
日本労働組合総連合会熊本県連合会
日本労働組合総連合会大分県連合会
自治労大分県本部
宮崎県教職員組合
旭化成労働組合
自治労鹿児島県本部
鹿児島県教職員組合
弁護士
福岡県教職員組合連絡協議会
長崎県教職員組合
ＮＴＴ労働組合九州総支部宮崎分会
南国交通労働組合

新任
新任
新任

新任

新任

新任
新任
新任
新任

新任

新任
新任
新任

新任

新任

新任

新任

（大 分）
（佐 賀）
（熊 本）
（福 岡）
（福 岡）
－

福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
福 岡
福 岡
佐 賀
佐 賀
長 崎
長 崎
熊 本
熊 本
大 分
大 分
宮 崎
宮 崎
鹿児島
鹿児島
－

福 岡
長 崎
宮 崎
鹿児島

理 事 長
専務理事
〃

常務理事
〃

常勤監事
常務理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃
〃

特別中央執行委員
会長

特別執行委員
執行委員長
特別執行委員
副執行委員長
執行委員長
事務局長
組合長
執行委員長
執行委員長
執行委員長
執行委員長
執行委員長
事務局長
副会長
執行委員長
特別執行委員
中央書記長
執行委員長
執行委員長

議長
中央執行委員長
分会長
執行委員長

役　職 氏　名 出身県 出身組織名 役職名 備考

統
括
本
部

県
本
部

非
常
勤
理
事
・
監
事

新専務理事：
青栁　直氏

新理事長：
山本  新彦氏

新専務理事：
金子  智俊氏
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　6月の連合「男女平等月間」の取り組みの一環とし
て「仕事で悩むあなたを応援（サポート）します！」を
テーマに、6月7日～ 8日の2日間、全国47地方連
合会が一斉に労働相談ホットラインを実施しました。
　連合宮崎は今回の全国一斉労働相談ホットラインに
向けて、デパート前で街頭活動、連合車による街宣行動、
テレビコマーシャル、新聞、宮崎駅前大型ビジョンに
よる動画、ＳＮＳ投稿にて周知を行いました。
　当日は専従役員と地域協議会事務局長で電話応対
し、2日間で48件の電話相談がありました。そのう
ちの約8割が女性からの相談でした。
　上位の相談項目では、差別等に関するパワハラ・
嫌がらせが21件、労働契約に関することが10件と
なりました。
　『相談者に寄り添う』気持ちを大切に今後も労働相
談に取り組みます。

まずは、お電話ください。
0120-154-052

いこうよ レンゴウに

～仕事で悩むあなたを応援（サポート）します！～

連合は、働く人の応援団として労働相談を
常時受け付けています。

5月26日開催　日向地区推進会議幹事会・
会員代表者会議の様子

フリーダイヤル

2021年度 こくみん共済 coop 宮崎推進本部

「地区推進会議幹事会・会員代表者会議」
2021年度 こくみん共済 coop 宮崎推進本部

「地区推進会議幹事会・会員代表者会議」
　
2
0
2
2
年
5
月
24
日（
火
）

〜
6
月
6
日（
月
）
に
か
け
て

2
0
2
1
年
度
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p 

宮
崎
推
進
本
部「
地
区

推
進
会
議
幹
事
会
・
会
員
代
表

者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
座
長
が
選
出
さ
れ
た
あ
と
、

地
区
推
進
会
議
幹
事
会
会
長
が

挨
拶
さ
れ
、
続
け
て
こ
く
み
ん

共
済 

c
o
o
p 

宮
崎
推
進
本
部

代
表
者
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
事
次
第
に
沿
っ

て
進
行
さ
れ
、
宮
崎
推
進
本
部

2
0
2
1
年
度
推
進
活
動
経
過

報
告
な
ら
び
に
2
0
2
2
年
度

推
進
活
動
計
画（
組
合
員
討
議

案
）
な
ど
の
提
案
を
お
こ
な
い
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開催報告

「各地区推進会議幹事会・会員代表者会議」開催日程

地　区

宮崎中央地区

県 南 地 区

西都児湯地区

県 北 地 区

日 向 地 区

都 北 地 区

西 諸 地 区

６月   １日　18：30

６月   ６日　18：00

５月３０日　18：30

５月２４日　18：00

５月２６日　18：30

５月３０日　18：00

５月２４日　18：30

ニューウェルシティ宮崎

テクノセンター

ホテル四季亭

中小企業会館5F会議室

日向市障がい者センターあいとぴあ

都城市総合文化ホール会議室

小林市中央公民館

会　場開催日時
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給
与
や
賞
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
社

会
保
険
料（
厚
生
年
金
保
険
料
や
健
康
保

険
料
な
ど
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ「
標
準
報
酬

月
額
×
各
保
険
料
率
」
の
計
算
式
で
算
出

さ
れ
ま
す
。

標
準
報
酬
月
額
と
は
、
給
料
な
ど
の

報
酬
の
月
額
を
、
区
切
り
の
よ
い
幅
で

区
分
し
た
等
級
で
表
し
た
も
の
で
す
。

基
本
的
に
毎
年
1
回
定
期
的
に
見
直
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
4
月
か
ら
6
月

に
実
際
に
支
払
わ
れ
た
給
与
総
額（
基
本

給
、
残
業
手
当
、
家
族
手
当
、
通
勤
手

当
等
の
各
種
手
当
が
含
ま
れ
る
。
一
方
、

年
3
回
以
下
の
賞
与
や
臨
時
的
な
手
当
、

お
祝
い
金
等
は
含
ま
な
い
。）」
を
3
で
割

り
、
算
出
さ
れ
た
平
均
額
を
基
に
該
当

す
る
標
準
報
酬
月
額
が
決
ま
り
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
標
準
報
酬
月
額
は
、
そ
の

年
の
9
月
分
か
ら
翌
年
の
8
月
分
の
保

険
料
の
計
算
で
使
わ
れ
、
大
き
な
変
更

が
な
い
限
り
は
改
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
子
さ
ん
は
来
月
結
婚
し
ま
す
。
相
手

は
同
じ
会
社
の
同
期
で
す
。
結
婚
後
も
そ

の
ま
ま
働
き
ま
す
。
新
居
は
会
社
の
近
く

に
手
ご
ろ
な
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
み
つ
け

ま
し
た
。
会
社
か
ら
住
宅
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
契
約
し
て
い
る
本
人

に
対
し
て
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、Ａ
子
さ
ん
は
自
分
が
契
約
者
に
な
っ

て
住
宅
手
当
を
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し

た
。
将
来
、
自
分
の
年
金
が
増
え
る
か
ら

で
す
。
厚
生
年
金
は
給
与
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
加
入
し
て
い
た
期
間
が
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
増
え
る
仕
組
み
で
す
。
給
与

に
は
住
宅
手
当
も
含
ま
れ
ま
す
。Ａ
子
さ

ん
は
、『
住
宅
手
当
は
夫
婦
の
ど
ち
ら
が

も
ら
っ
て
も
、
一
つ
の
家
庭
と
し
て
考
え

た
ら
同
じ
。
で
も
、
将
来
ど
う
な
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
自
分
の
年
金
を
で
き
る

だ
け
増
や
し
て
お
き
た
い
。
自
分
の
年
金

は
自
分
で
確
保
し
て
お
こ
う
』
と
考
え
た

の
で
す
。

年
金
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
Ａ
子

さ
ん
。
遺
族
厚
生
年
金
を
も
ら
う
場
合

に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
。
遺
族
厚
生

年
金
の
額
は
、
夫
の
給
与
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
増
え
る
仕
組
み
で
す
。
こ
の

点
を
考
え
る
と
、
夫
が
住
宅
手
当
を
も

ら
っ
た
方
が
Ａ
子
さ
ん
は
プ
ラ
ス
で
す
。

住
宅
手
当
を
ど
ち
ら
が
も
ら
う
か
だ

け
で
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
き
ま

す
。Ａ
子
さ
ん
が
会
社
を
辞
め
た
ら
住
宅

手
当
も
終
了
し
ま
す
が
、
辞
め
る
可
能

性
は
夫
に
も
あ
り
ま
す
。
目
先
の
損
得

で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
ふ
う

に
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て

も
、
自
分
の
も
の
は
自
分
で
用
意
す
る
、

配
偶
者
に
た
よ
ら
な
く
て
も
い
い
方
法

を
選
ぶ
、
そ
れ
が
大
事
な
選
択
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。

●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　　 （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所　 （0985）26-3906

◎キャンペーン金利は、（一社）日本労働者信用基金協会保証によるお申込み、かつ 2022 年 9 月 30 日までに受付し、2022 年 10 月 31 日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。その他の保証会社でのお
申込みはキャンペーン金利が適用されませんのでご注意ください。キャンペーン金利以外の借入条件（金利等）は、九州ろうきんホームページまたは店頭でご確認ください。◎キャンペーン期間中に表示金利が変更され
る場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場合がございます。◎変動金利型は年 2 回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料
（税込 5,500 円）がかかります。変更内容によっては、ご希望に添えない場合もございます。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換が含まれる場合は条件がございます。◎Web 完結型ローン
は、所属される労働組合・共済会・互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの
「ローンシミュレーション」もご利用いただけます。◎記載内容は、2022 年 7 月 1 日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カードローンのご契約等、取引条件がご
ざいます。◎くわしくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受付時間/平日 9：00～17：00
0120-796-210

お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル
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2022年７月１日（金）～2022年８月12日（金）
ただし、定員（15名）に達し次第締め切り

一般社団法人  宮崎県労働者福祉団体中央会 ホームページ　http://www.miya-chuo.or.jp
TEL.0985-24-5550 FAX.0985-24-5581

●JR宮崎駅より650m　徒歩8分
●橘通り2丁目バス停より600m　徒歩7分

募 集 期 間

小作文（300～400字）、面接
申 込 審 査

研修実施場所

研修内容

補講費用

研修終了時に
取得できる資格

受講者の
負担する費用

介護職に興味を持ち福祉事業に就労意欲のある人、現在資格を持たずに福祉現場に就労して
いる人を対象に「介護職員初任者研修」を実施し就労支援とする。

宮崎県介護職員初任者研修事業実施要綱に定める介護職員初任者研修課程（１３０時間）をおこなう。

介護職に就労希望の方はどなたでも受講することが可能。
（ただし審査により受講希望に添えない場合があります）

介護職員初任者研修課程修了

受講費用：２０,０００円（消費税、テキスト代金を含む）
その他、研修場所への交通費または駐車料金、昼食代など

資格認定には１３０時間すべて必修。万一欠席した場合は補講受講が必要。
（補講料別途：３,０００円/１科目）

研修施設は完全バリアフリーです。駐車場はありませんので周辺の駐車場を利用してください。

2022年９月８日～2022年12月８日　毎週木曜日2022年９月８日～2022年12月８日　毎週木曜日

介護職員初任者研修介護職員初任者研修

〝介護の心〟をまなび、
知識・技術を習得する研修
〝介護の心〟をまなび、
知識・技術を習得する研修

研修施設

受講対象者

研修目標

宮
崎
駅宮

崎
太
陽
銀
行
本
店
●

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
●

九州労金
宮崎県本部

橘通り2丁目
バス停 宮崎県庁

　●

●山形屋
宮
崎
税
務
署
●

こくみん共済
coop
　●

セブンイレブン●ボンベルタ橘●

橘
通

研修実施場所 N

九州労働金庫宮崎県本部　3階会議室

旧ホーム
ヘルパー
２級

研修期間

★週に１回の研修なので
　受講スケジュールが楽！

★宮崎市内なので通学が便利！

★週に１回の研修なので
　受講スケジュールが楽！

★宮崎市内なので通学が便利！
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2022年5月13日（金）、九州労働金庫宮崎県本部3階会
議室において、2022年度ライフサポートセンター宮崎県
本部幹事会を開催しました。
ライフサポートセンターについては、2005年8月に行わ

れた「勤労者の暮らしにかかわるサポート事業」のための連
合・中央労福協・労金協会・全労済（減こくみん共済coop）
による4団体合意に基づき、宮崎県においては、2010年
11月「宮崎市」、2013年11月「都城市」、2014年7月「延
岡市」に開設してきました。少子・高齢化等をはじめてする
社会構造の急激な変化が進むなかで、勤労者の暮らしに関
する不安を解消するために、暮らし全般に関する相談・支
援活動を通じ、勤労者の生活の安定と福祉の向上をはかる
ことを目的としています。
県本部幹事会については、2020年度および2021年度

の2年間は、2020年初頭からの新型コロナウイルス感染症
拡大により書面による決議となりましたが、3年ぶりの集合
開催となりました。
議題は、１．2021年度事業報告について、２．2022年

度事業方針（案）について、３．2022年度幹事会体制につ
いて、の協議を行ってきました。
「１．」については、①都城・延岡地区で例年2回開催して
いるセミナーのうち1回について、勤労者の福祉向上をめ
ざし、広く県民を対象に都城・延岡でも開催する予定とし
ていましたが、残り1回も併せてコロナ渦であることを鑑
み中止としたこと、②奨学金問題に関する一斉相談会につい
ては一旦休止とし、相談員のマインド・スキル向上を図る
とともに、新たな手法の第一弾としてガイドブックを制作
し有効活用をはかる方向であること、を報告しました。
「２．」では、①ライフサポートセンター宮崎県本部は、県
内3ヶ所のセンターを統括し、情報の共有化に努め、具体
的な相談事業や研修会への助言・支援を行うことと、②「ラ
イフサポートセンター」を知ってもらい利用してもらうため
に、会員団体・労働組合、行政や社会福祉協議会、NPO団
体等への教宣・広報活動を強化していくことと、③金融・法
律・労働・精神福祉・就労・教育など、労働団体・福祉団体・

有識者関係団体と連携し、専門相談体制の充実を図ること、
④ＬＳＣ宮崎は、当面1名体制で運営すること、⑤ＬＳＣ宮
崎には、引き続き労働問題の専門相談員2名（週2日）を配
置していくこと、⑥各地域に根差した弁護士・司法書士によ
る、より身近な相談態勢を継続し、専門相談日を、火曜日：
宮崎、水曜日：延岡、木曜日：都城とすること、⑦ライフサポー
トセンターからの情報発信、啓発活動として、引き続きラ
イフステージに根差したセミナーを計画することや、3地区
（宮崎、都城、延岡）で講演会を実施していくことと、⑧
2022年度予算については、宮崎中央会の公益目的支出計
画に基づくことと、などを提案し承認されました。
「３．」では、2022年度の幹事会体制について提案し、承
認され幹事会を終了しました。

ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

ライフサポートセンター宮崎県本部幹事会を開催しました。2022年度

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

センター長
副センター長
副センター長
副センター長
事 務 局 長
事務局次長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

役　職
吉岡　英明
中川　育江
福島　昭一
権藤　泰造　
假野　耕司
片平　　彰
重黒木 康恵
野地　一行
松岡　秀行
下原　政広
小川　洋一
宮田　尚典
横山　　茂
日高　靖人
児玉　賢一
内田　佳代
萬代　利江
濱田　兆章

氏　名
中央会会長
連合宮崎会長
九州労金宮崎県本部本部長
こくみん共済 coop 宮崎推進本部本部長
中央会専務理事
中央会常務理事
連合宮崎事務局長
（公財）宮崎霊園事業団理事長
みやざき福祉学園事務局長
勤労者共済会副会長
FP・年金アドバイザー
弁護士
司法書士
こくみん共済 coop 宮崎推進本部事務局長
九州労金宮崎県本部副本部長
ライフサポートセンター宮崎事務局長
ライフサポートセンター都城事務局長
ライフサポートセンター延岡事務局長

所　属

●2022年度 ライフサポートセンター宮崎県本部体制

第69回の定時総会が6月3日(金)に開催されました。新
型コロナウィルス感染症の影響により書面による決議総会
が2期続いておりましたが、2年ぶりに対面での総会開催と
なりました。
2020年度に引き続き2021年度も新型コロナウィルス感

染症の影響は弱まる事はなく、日本経済に大きな打撃を与え
続けてきました。勤労者旅行会でも航空券、会議、交流会等
の予約の取り消しが相次ぎ、事業収入は大幅に減少しました。
この間、会員団体ならびに利用団体から様々な協力を頂き、

また、政府、地方自治体によるコロナウィルス関連の助成金、
補助金を活用しながら事業運営を行ってまいりました。利
用促進を推進するための様々な施策や提案等を事業展開す
るべく試行錯誤をしてまいりましたが、依然として観光、
旅行に対する自粛傾向が弱まることはなく、打開策を見い
だせない状況が続きました。結果、この1年間の総取扱高
は目標額179,000千円に対し、117,411千円（達成率
65%）の実績となり、2020年度との比較では増収となり
ましたが、コロナウィルスの影響のなかった2019年度と
の比較では依然として65％の減収の状況にあります。
2022年に入り少しずつではありますが、コロナウィル

ス感染者数の減少に伴い経済の復調が感じられます。引き
続き勤労者旅行会の利便性、優位性の周知と、より一層の
きめ細かなサービスを心掛け、航空券予約やタクシーチケッ
ト、その他大会、会議、懇親会の利用促進に努めていく事
の方針が総会において確認されました。
コロナウィルス終息後は、職員一同、今まで以上のサー

ビスが出来るようにしっかりと準備をしたいと考えます。
今後とも勤労者旅行会を宜しくお願い致します。

一般社団法人 宮崎県勤労者旅行会 第69回 定時総会報告

【売上高推移】 （単位：千円）

航空券
タクシー券
宿泊/懇親会
合計

186,583
46,214
135,573
368,370

2017年度
193,861
38,304
124,236
356,401

2018年度
180,771
37,110
113,578
331,459

2019年度
27,352
15,100
27,389
69,841

2020年度
42,844
19,552
55,015
117,411

2021年度

理事長
専務理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

役職名
権藤　泰造
日高　靖人
大村　謙司
太田 久美子
青屋　直樹
柳澤　浩伸
倉石　豊彦
福島　昭一
今村　彰博
落合　直文
廣田　健志
中原　広幸
假野　耕司

氏　名
こくみん共済 coop 宮崎推進本部
こくみん共済 coop 宮崎推進本部
宮崎県職員労働組合
自治労宮崎県本部
宮崎市役所職員労働組合
旭化成労働組合
ＵＡゼンセン宮崎県支部
九州労働金庫宮崎県本部
トヨタグループ宮崎労働組合
ホンダロック労働組合
宮崎県勤労者旅行会
自治労宮崎県本部
宮崎県労働者福祉団体中央会

所 属 団 体

【2022年度 役員体制】

総会の様子 権藤理事長あいさつ
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（公財） 宮崎霊園事業団からのお知らせ（公財） 宮崎霊園事業団からのお知らせ
　宮崎霊園事業団は、皆様方が安心して気持ちよく墓参頂けるように維持、管理業務を行っております。
また、お墓事情の変化にも対応したご相談も承っております。

公益財団法人 宮崎霊園事業団　〒880-0802 宮崎市別府3番9号　TEL 0985-20-0550

　2019年4月より受付を開始いたしました。改葬やお墓閉まいを考えて
おられる方はお気軽にご相談ください。

●永代供養墓好評受付中

　お墓参りや墓地の管理が難しい方のために
草取りや墓参代行業務をしています。

●墓参代行事業

　一般区画は、永代使用料、永代管理料合わせて800,000円です。
　　（代々の承継により永代に亘りご使用いただけます。年毎の管理料は有りません。）

●空き墓地区画の使用者を募集しております。

• 草刈り　　年 5 回 7,000円
• 墓参代行　年 5 回 17,000円
• 墓参代行　年12回 36,000円

（公財）宮崎霊園事業団2022年度 評議員会を開催しました！！
2022年6月1日（水）に九州労働金庫宮崎県本部会議室において、

2022年度公益財団法人宮崎霊園事業団第1回評議員会を開催しま
した。2020年初頭から始まった新型コロナウイルス感染症の拡大に
より、2020年度および2021年度は書面による決議となりましたが、
3年ぶりに評議員を招集しての集合開催となりました。
評議員会は、評議員7名、理事6名、監事2名、オブザーバー

8名の出席となり、議長に廣田健志評議員（宮崎県勤労者旅行会）
が選出され開会されました。
冒頭の野地理事長の挨拶では、評議員各位に対し多忙中の出席

に感謝の意を表した後、前年度の宮崎霊園事業団の事業推移の概略
について説明を行い、本評議員会での真摯な協議が要請されました。
議事は、假野専務理事より、第1号議案「2021年度事業報告承

認の件」、第2号議案「2021度収支決算報告および監査報告承認の
件」、第3号議案「役員の報酬承認の件」、第4号議案「役員改選の
件（評議員改選および理事に補充選任）」が提案され、全議案が承認
され可決されました。特に、第2号議案では、公益法人として認定
継続の遵守事項である財務三基準（収支相償、公益目的事業比率、
有休財産保有制度）をクリアしていることが報告されました。
また、假野専務理事より、報告事項として2022年度事業計画お

よび収支予算報告が行われました。
なお、今回の評議員会で退任される評議員を代表して、中尾評議

員（九州労働金庫宮崎県本部）より、「評議員を1期4年務めてきたが、
福祉事業団の一員であり今後も霊園事業団の安定した事業運営が行
えるよう協力していきたい」とする挨拶が行われました。
また、理事を退任される佐々木理事より、「5年間理事として関わ

る中で、多くの人と知り合えることができたこは今後の財産となった」
とする挨拶が行われました。

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
副理事長
理 事

蔵本　　聡
津久江 清一
吉原 しのぶ
中尾　俊彦
徳永　知章
井上　敏郎
倉石　豊彦
佐々木 博之

連合宮崎
宮崎県労組会議
ＵＡゼンセン宮崎県支部
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済 coop 宮崎推進本部
みやざき福祉学園
ＵＡゼンセン宮崎県支部
日産サティオ宮崎労働組合

■ 退任された評議員および役員一覧
役　職 氏　名 出身団体

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

■ 新評議員体制
役　職 氏　名 出身団体 備考

矢野　崇徳
下原　政広
中村　純忠
井 崎 　 誠
石田　正之
廣田　健志
松岡　秀行
小川　洋一
橋口　行雄
柿塚　邦彦

連合宮崎
宮崎県労組会議
退職者連合
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済 coop 宮崎推進本部
宮崎県勤労者旅行会
みやざき福祉学園
一　般
一　般
一　般

新任
新任
重任
新任
新任
重任
新任
重任
新任
重任

理 事 長
副理事長
専務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

■ 2022年度役員体制
役　職 氏　名 出身団体 備考

野地　一行
川崎　哲伸
假野　耕司
片 平 　 彰
中川　育江
野﨑　一俊
佐藤　勇二
西 村 　 仁
日髙　靖人
児玉　賢一

宮崎県労組会議
ＵＡゼンセン宮崎県支部
宮崎県労働者福祉団体中央会
九州労働金庫宮崎県本部
連合宮崎
宮崎ガス労働組合
日産サティオ宮崎労働組合
宮崎交通労働組合
こくみん共済 coop 宮崎推進本部
九州労働金庫宮崎県本部

 
新任

新任

野地理事長あいさつ 評議員会の様子
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宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

ライフサポート延岡　センター長
連合宮崎県北地域協議会　議長

延岡市役所職員労働組合　執行委員長

宮田 博徳さん

　
私
に
は
大
し
た
趣
味
が
な
い
。
ま
だ
ま

だ
先
の
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
こ
の
ま
ま

で
は
退
職
し
た
ら
す
る
事
が
な
い
。
定
年

後
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
妻
子
に
疎
ま
し

く
思
わ
れ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
全

く
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
唯
一
の
趣
味
と

言
え
る
も
の
が
マ
ラ
ソ
ン
と
将
棋
で
あ
る

が
・
・
・
。
い
や
、
ど
ち
ら
も
既
に
過
去
形

の「
で
あ
っ
た
。」に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
元
々
小
学
生
の
頃
か
ら
比
較
的
長
距
離

は
得
意
な
方
で
あ
っ
た
。
陸
上
部
な
ど
に

か
な
う
訳
で
は
な
い
が
、
一
般
人
と
し
て

は
そ
れ
な
り
に
速
い
部
類
に
属
し
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
し
か
し
役
所
に
就
職
し
て

特
段
運
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
せ
い
か
、

数
年
が
経
つ
と
お
腹
周
り
が
成
長
し
て
多

分
に
漏
れ
ず
ズ
ボ
ン
が
入
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
当
時
流
行
っ
た
ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
を
始
め
た
も
の
の
・
・
・
長
続
き

し
な
い
。
職
場
に
マ
ラ
ソ
ン
が
得
意
な
上

司
が
い
た
こ
と
も
あ
り
30
歳
ご
ろ
か
ら
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
最
初
の
う
ち
は
2
、
3
キ
ロ
走
る
だ
け
で

キ
ツ
い
、
足
が
痛
い
！
と
言
う
状
態
だ
っ
た

が
、
次
第
に
距
離
が
延
び
、
タ
イ
ム
も
良
く

な
っ
て
い
く
。
1
年
後
に
は
週
5
く
ら
い
で

1
日
に
15
キ
ロ
く
ら
い
走
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
大
会
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に

2
0
1
1
年
の
青
島
太
平
洋
マ
ラ
ソ
ン
で
フ

ル
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
ジ

ム
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
タ
イ
ム
を
意

識
し
た
走
り
方
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
、
青
島
太

平
洋
マ
ラ
ソ
ン
と
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン

で
10
回
完
走
。
タ
イ
ム
は
ベ
ス
ト
で
3
時

間
20
分
台
。
目
標
は
サ
ブ
ス
リ
ー（
3
時
間

切
り
）。
一
般
人
に
対
し
て
は
、
そ
こ
そ
こ

自
慢
で
き
る
数
字
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

状
況
が
一
変
す
る
。
子
供
の
誕
生
と
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
る
。

　
子
供
が
産
ま
れ
る
と
ジ
ム
に
通
う
時
間

が
な
い
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
ジ
ム
に
通
う

事
が
憚
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
る
と
基
本
よ
だ
き
ん
ぼ
で
あ
る
私

は
走
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
て
い
き
、
そ
し

て
今
で
は
体
重
が
80
キ
ロ
手
前
ま
で
き
て

し
ま
っ
た
。
こ
う
な
る
と
長
い
距
離
は
も

う
走
れ
な
い
。「
あ
あ
、
あ
の
頃
の
姿
に
戻

り
た
い
」と
願
う
ば
か
り
で
何
も
行
動
に
移

さ
な
い
私
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
、

つ
ま
ら
な
い
話
で
申
し
訳
な
か
っ
た
。
因

み
に
も
う
一
つ
の
趣
味
で
あ
る
将
棋
に
つ

い
て
も
つ
ま
ら
な
い
物
語
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
ま
た
の
機
会
で
。

　県では、中小企業にお勤めの方の生活安定と福祉の向上を目的として、低利率の融資制度を設けています。
　県内に１年以上居住し、かつ県内の同一中小企業に１年以上お勤めされている方などの申込条件を満たす方で
あれば、九州労働金庫を通じてご利用いただけます。くわしくは、九州労働金庫ホームページ、または、九州労
働金庫宮崎県内営業店にてご確認ください。

ハッピーライフローンのご案内宮崎県とろうきんの提携融資制度

項目

年率（固定金利）

限度額

返済期間

教育資金

１.２%

５００万円

１０年以内（最長４年の元金据置可）

生活資金

２.０%

１００万円

５年以内

※令和４年４月１日より、教育資金の金利が１.３％から１.２％に下がりました。

※融資には九州労働金庫の審査があります。また、別途保証料がかかります。

県内の九州労働金庫各支店の窓口で受け付けています。

•ローンセンター宮崎  （０９８５）２６－９２０７　【平日】10時～17時　【日曜】10時～17時　【定休】水曜、土曜、祝日

•延岡支店（融資部門） （０９８２）３５－６６５７　【平日】10時～15時　【定休】土曜、日曜、祝日　　

•都城支店（融資部門） （０９８６）２３－２２５７　【平日】10時～15時　【定休】土曜、日曜、祝日

上記以外の支店については、九州労働金庫ホームページを御覧ください。⇨

パンフレットは
こちらから↓

◇お問合せ先◇
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